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ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
時
代
の
知
財
部
員

足
立
　
佐
藤
会
長
は
、2
0
0
4
年

か
ら
2
0
0
5
年
に
J
I
P
A
の

副
会
長
を
務
め
ら
れ
、こ
の
度
、改

め
て
会
長
に
就
任
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、こ
の
間
で
大
き
く
変
化

し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
藤
　
世
の
中
が
こ
の
14
年
で

随
分
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

J
I
P
A
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

議
論
を
聞
い
て
い
て
も
、知
財
の

議
論
も
随
分
変
わ
っ
て
き
た
と
い

う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
副
会
長

の
と
き
は
、職
務
発
明
の
取
扱
い

が
メ
イ
ン
の
議
題
で
し
た
が
、今

は
、経
済
成
長
戦
略
に
必
須
で
あ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
A
I
、

I
o
T
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、再
生
細

胞
な
ど
の
先
進
技
術
の
知
財
の
あ

り
方
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、例
え
ば
T
P
P
で
知
財
が

争
点
の
一
つ
と
な
る
な
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
な
規
模
で
な
さ
れ
て
い
て
、政

治
も
経
済
も
知
財
抜
き
で
は
考
え

ら
れ
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、価
値
観
が
多
様
化
す

る
中
、多
様
性
を
持
た
せ
た
意
思
決

定
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

J
I
P
A
の
活
動
も
、そ
う
い
っ
た

変
化
を
踏
ま
え
た
活
動
の
比
重
が

非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

足
立
　
そ
の
意
味
で
、知
財
の
人
材

に
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、知
財
部
門
の
機
能
な
ど
も
含

め
て
、ご
自
身
の
経
験
か
ら
示
唆
し

て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

佐
藤
　
私
が
研
究
開
発
の
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
た
こ
ろ

の
経
験
で
す
が
、人
材
育
成
の
視
点

で
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

ま
し
た
。
事
業
部
門
横
断
的
な
組

織
を
作
り
、そ
の
中
で
片
道
切
符
で

な
い
人
事
異
動
を
積
極
的
に
実
施

し
ま
し
た
が
、こ
れ
は
、こ
れ
か
ら

の
知
財
部
門
の
体
制
作
り
に
も
参

考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、こ
れ
か
ら
の
知
財
部
門

に
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
け
で
な

く
、ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
も
必
要
だ
と

考
え
て
い
て
、そ
の
構
成
も
、６
～

７
割
が
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
、３
～

４
割
は
変
え
て
は
い
け
な
い
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
う
く
ら
い
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

入
っ
て
も
ら
っ
て
、色
々
と
経
験

し
、広
い
視
野
を
持
っ
て
戻
っ
て
き

て
も
ら
う
こ
と
で
、多
様
性
を
持
っ

た
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
人
材
が
育
成

で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
の
中
が
多
様
化
し
て
い
て
価
値

観
も
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
経
験
を
し
て
い
る
と
い
う
の

は
大
き
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、価
値
観
が
多
様
化
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ
て
い
る
中
、

少
人
数
で
い
い
か
ら
、悩
め
る
経
営

者
に
戦
略
論
を
イ
ン
プ
ッ
ト
で
き

る
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
す
。
政
治
、

経
済
、技
術
な
ど
の
動
向
を
見
な
が

ら
、知
財
を
ど
う
生
か
す
か
と
い
う

の
を
社
長
に
答
申
で
き
る
組
織
と

い
い
ま
す
か
、人
の
集
団
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
の
知
財
部
門
は
、社

長
に
対
し
て
、次
の
中
期
戦
略
は
こ

う
い
う
こ
と
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
、

と
い
う
こ
と
を
進
言
で
き
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

知
財
部
員
に
は
技
術
開
発
と
本

社
戦
略
と
の
ス
タ
ッ
フ
機
能
を
こ

な
せ
る
能
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

異
業
種
の
交
流
が
大
事

足
立
　
そ
う
い
う
意
味
で
知
財
部

門
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
気
に
か

け
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

佐
藤
　
そ
こ
で
重
要
だ
と
思
う
の

は
、異
業
種
の「
交
流
」の
場
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
中
で
は
、異

業
種
の「
連
携
」と
異
業
種
の「
交

流
」と
２
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。
異

業
種
の「
連
携
」と
い
う
の
は
、ビ
ジ

ネ
ス
を
一
緒
に
や
る
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
、参
加
す
る
と

き
も
会
社
の
身
分
で
参
加
し
、し
が

ら
み
も
多
く
な
り
ま
す
。
一
方
、異

業
種
の「
交
流
」の
場
合
は
、思
想
と

か
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
人
と

仕
事
を
離
れ
て
交
流
す
る
場
を
持

つ
こ
と
で
す
。
私
は
、こ
の
異
業
種

の「
交
流
」を
大
事
に
し
て
い
る
ん

で
す
が
、そ
れ
は
、自
分
の
考
え
を

あ
ま
り
着
飾
ら
ず
に
ス
ト
レ
ー
ト

に
言
え
る
関
係
を
持
つ
こ
と
で
は

じ
め
て
見
え
て
く
る
相
手
の
方
の

思
想
と
か
ビ
ジ
ョ
ン
が
す
ご
く
参

考
に
な
る
か
ら
な
ん
で
す
ね
。

経
営
者
に
も
寄
り
添
う
知
財

足
立
　
最
後
に
J
I
P
A
に
今
後

期
待
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤
　
発
明
者
に
寄
り
添
う
知
財

と
い
う
時
代
か
ら
、経
営
者
に
も
寄

り
添
う
知
財
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

経
営
と
い
う
の
は
流
れ
が
大
事

で
す
。
つ
ま
り
、全
体
を
俯
瞰
す
る

「
鳥
の
目
」、近
く
に
よ
っ
て
拡
大

し
本
質
は
何
だ
ろ
う
と
い
う「
虫
の

目
」、そ
れ
に
加
え
て
、潮
の
流
れ
目

を
み
る「
魚
の
目
」と
い
う
も
の
が

経
営
に
お
い
て
は
大
事
に
な
り
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
計
画
を
立
て
る
上

で
経
営
者
の
判
断
を
後
押
し
し
て

あ
げ
る
よ
う
な
知
財
部
門
で
あ
っ

て
ほ
し
い
し
、J
I
P
A
に
は
、こ

の
よ
う
な
知
財
部
門
を
作
り
上
げ

て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

価値観の多様化に伴い
知財部門は広い視野を持ち
経営者を後押しする役割を
佐藤 葊士 Hiroshi Sato （写真左）
日本知的財産協会 会長／株式会社神戸製鋼所 顧問
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産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
時
代
、日
本
知
的
財
産
協
会
を

牽
引
し
て
お
ら
れ
る
佐
藤
会
長
に
、足
立
副
理
事
長
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
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産業用電気品へのこだわり
　安川電機は炭坑用のモータ等の産業用
電気品からスタートしました。昭和30年代
には民生用にも手を広げたこともありまし
たが、産業用エレクトロニクス技術（モータ
制御に電子製品を取り込む）によって、「産
業用電気品」に注力することとしました。
当社の安川第五郎会長が1964年の東京
オリンピックの組織委員会会長を拝命する
数年前です。その電子（デジタル）技術の
活用により、製鉄所の高炉用電気品シス
テムでは、現在でも国内シェア100%です。

サーボモータへのこだわり
　当社のDCサーボモータ「ミナーシャ
モータ」の発明（1958年）が、油圧・空気
圧サーボの時代から高精度電気式サー
ボの時代へのさきがけとなりました。位置
決め精度の良さから当初は大形計算機用
モータとして使われましたが、その高精度
なサーボモータ技術・制御技術を応用し
た製品が産業用ロボットにつながっていき
ます。写真は2017年に発売した世界初
のGaNパワー半導体を搭載し
たアンプ内臓サーボモータ

（Σ-7F）です。

インバータへのこだわり
　渦電流継手付き可変速誘導電動機ＶＳ
モータ（1953年発売）以来、誘導電動機を
可変速制御する技術には世界初・世界一の
技術を自社開発したり、最新のパワー素子
を世界初で採用したりしてきました。例え
ば、「トランジスタインバータ」、「すべり周
波数形ベクトル制御インバータ」、「IGBT
インバータ」、「3レベル
インバータ」、「マトリクス
コンバータ」などは、市場
に出た製品としては世界
初のものです。写真はク
レーン用インバータの最
新機種CR700です。

環境用電気品へのこだわり
　風力発電や太陽光発電という新市場開
拓にチャレンジしています。写真は太陽光
発電システムの電力変換機となるパワー
コンディショナーにおいて、PID現象対策
用感電防止機能を標準機能として持つ新
製品（Enewell-SOL P2H）です。

ロボットへのこだわり
　当社が展示会で「目のあるロボット」を
発表したのは1970年、直交座標型アー
ク溶接ロボットを発表したのは1974年で
すが、現在の垂直多関節型ロボット（当時
は5軸（5自由度））を製造販売し始めた
のは1978年からです。第一号機は自動
車部品メーカさんの九州の工場に納入さ
れました。その後、双腕タイプの産業用ロ
ボットを最初に市場に出したのも当社です

（2005年。写真上は最新機種）。
　2015年の創立百周年を記念して開館
した「安川電機みらい館」でロボット等を
使った常設展示をおこなっています。写真
はその展示のひとつで、数台の小さなロ
ボットが、協・分業してミニカー(当社の登
録意匠第1529573号「自動車おもちゃ」)
を組み立てています。2017年の日本経
済新聞賞(最優秀賞)を受賞したのは、この

「MotoMINI」(産業用6軸ロボットとして
世界最小）です。

　安川電機は1915年の創業時から、「外国製品の模倣をもって足れりとせず」という、独自技術で世の
中に貢献することを会社の方針に掲げてまいりました。創設者の思いは今も変わらず、世界初・世界一
の技術に挑戦し続けています。私も、技術陣には「世界初・世界一になれる可能性がない技術は要らな
いぞ」と叱咤激励しています。このたびは、第4次産業革命を支えるロボットメーカへの注目が高まる
中、当社の「こだわり」を紹介する機会をいただき、誠にありがとうございました。
　当社は、JIPAサテライト研修の地方会場として、北九州市の本社講堂を提供させていただいていま
すが、今後もJIPAの活動の地方展開に大いに期待します。また、中央省庁へのご意見番としての活動
も期待しています。
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わが社のこだわり

『世界初・世界一の
技術へのこだわり』

小笠原 浩  Hiroshi Ogasawara
株式会社 安川電機  代表取締役社長

［ 株式会社 安川電機 ］
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　毎年「知財管理」誌４月号は特集号として、会誌広報委員会
がメインテーマを決めて、そのテーマに沿って「知財管理」誌
一冊のほぼ全ての論説を企画しています。そして、第4次産業
革命を発端として日本国内の知財情勢が大きく変化していると
いう潮流を捉え、今年４月の特集号のメインテーマを「知財の
ターニングポイント」としました。今回の特集号では、日本のみ
ならず世界の知財に関する動きを紹介しています。また、他誌
にはあまり見られない知
財業務や戦略に関する具
体的な事例や、今後の人
材育成についても取り上
げています。ぜひ今年の
特集号をお楽しみ下さい。

「知財管理」誌 特集号

　少数知財研究会（関西）では、関西を中
心に知的財産部門の人数が10名以下の
会社が集まり、活動しています。
　JIPA関西事務所で年に1回開催され
ていた中少数知財会員フォローアップ
会を起源とし、その参加者からの「継続
して議論する場が欲しい」という声を受
けて中少数でも参加しやすい研究会形
式で2013年に生まれました。私自身は、
これまで情報システム委員会、ライセン
ス委員会に参加したことがあります。ラ
イセンス委員会では委員長も務めさせ
て頂き、会社の仕事だけでは得られない
ものを多く経験することができました。
　しかしながら、少数規模の知財部門で
は委員会への参加に躊躇するケースも
あると思います。そこで、少数規模でも
参加しやすい議論する場を設けること
で、会社の中だけでは得られない情報や
知見を得られれば、と思い活動しており
ます。
　研究会では、リソース不足に起因する
課題を中心に議論をしており、中でも少
人数故の課題となりやすい「管理・戦略」

と「人材育成」をテーマとして検討して
います。「管理・戦略」への取り組みでリ
ソースを効果的に活用すると共に、「人
材育成」を積極的に進めて知財に関与す
る人のレベルアップを図ることで、組織
の力を高めることを狙っています。ま
た、その時々に旬の話題や各社が抱えて
いる問題について議論することもあり
ます。
　研究会は何かの問題に対する答えを
得る場ではなく、そこで議論したことを
基にして、結論は各社が出すものと考え
ています。それぞれの環境によって結
論は異なるものだからです。
　ただ、少数規模の組織では判断のた
めの材料が不足することが多くありま

す。特に、判断するために必要な感覚
や世間動向・実態といったものが集め
にくい環境です。研究会は、議論を通じ
て不足する判断材料を得る場として機
能しています。そのような判断材料と
なる感覚のことを研究会では「相場感」
と言っています。議論に参加したメン
バーから意見を聞き、自ら判断するのに
必要な「相場感」を得ることが最大の成
果だと思っています。
　研究会では、JIPA加入の少数知財の
会社が、他では得られない知財に関する
情報を得るとともに、身近な問題解決の
判断をするための「相場感」を共有する
場としてこれからも機能し続けていけ
れば、と思います。

表紙の写真は…
「里山にて」

鹿島建設株式会社  総務・人事本部  山上 宏介

　小湊鉄道は、内房線五井駅から安房小湊を目指していた路
線です。橋梁やトンネルや駅舎が、大型重機がない大正末期に
竣工した当時の姿で活用されています。このことが地域の近代
化の歴史を伝えていると評価され、2017年5月に国の登録有
形文化財となりました。また、養老渓谷駅前の舗装を剥して森
を復活させるなど、鉄道を沿線の里山環境の一部ととらえて地
域住民との協働による里おこし活動を行い、「暮らしの中にある
鉄道の風景の質を高めていこうとするデザイン思想が優れてい
る」として、2017年度グッドデザイン賞に選ばれました。

本誌では、表紙写真を募集しています。テーマは季節感があり、できれば技術、
特許、知財、デザインに関連があるもの。写真と説明文を会誌広報グループ
kikansi@jipa.or.jp宛てにお送りください。また、「わが社のこだわり」のほか、
ぜひ取り上げて欲しいというテーマがあれば、お気軽にご連絡ください。

全体で各社の課題について討議 グループで成果まとめ

会誌広報委員会
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少数知財研究会（関西）
下垣　裕一	 日本知的財産協会  少数知財研究会（関西）リーダー
Yuichi Shimogaki	 TOA株式会社  知的財産室  室長


